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子ども・若者を取り巻く状況（全国値） 

１ 人口と世帯等の動向 

(1) 人口等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 年齢３区分人口の推移 】 
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【 年齢３区分人口割合の推移 】 

資料：総務省「人口推計（各年 10 月１日現在）」 
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資料：総務省「人口推計（各年 10 月１日現在）」 
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【 子ども・若者人口の推移 】 
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 (2) 世帯数の推移 
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【 母子世帯の推移 】 【 父子世帯の推移 】 
(千世帯) (千世帯) 

資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」 
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(3) 出生の状況 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 若者の未婚の状況 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.00  

1.10  

1.20  

1.30  

1.40  

1.50  

1.60  

平成 

17年 

平成 

18年 

平成 

19年 

平成 

20年 

平成 

21年 

平成 

22年 

平成 

23年 

平成 

24年 

平成 

25年 

平成 

26年 

7.0  

8.0  

9.0  

800,000 

900,000 

1,000,000 

1,100,000 

1,200,000 

平成 

17年 

平成 

18年 

平成 

19年 

平成 

20年 

平成 

21年 

平成 

22年 

平成 

23年 

平成 

24年 

平成 

25年 

平成 

26年 

【 出生数・出生率の推移】 【合計特殊出生率の推移】 

資料：厚生労働省「人口動態統計」（平成 26 年） 

 
※ 合計特殊出生率とは、その年の 15～49 歳までの女性の年齢別出生

率を合計したもので、1 人の女性が、仮にその年の年齢別出生率で一

生の間に子供を生むと仮定したときの子供の数に相当する。 
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【 未婚率（女性）の推移 】 
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２ 不登校、児童虐待、非行、ニート、ひきこもり等の状況 

(1) 不登校児童生徒数の推移 
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資料：文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 

（注）不登校児数に対する回答割合（複数回答可）。 

 
※ 不登校児とは、年度間に連続又は断続して３０日以上欠席した子どものうち不登校を理

由とする者。不登校とは、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背

景により、子どもが登校しないあるいはしたくともできない状況にあること（ただし、

病気や経済的理由によるものを除く）をいう。 

【 不登校になったきっかけと考えられる状況（平成 25 年度） 】 
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(2) 児童虐待相談件数 
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資料：厚生労働省「福祉行政報告例」 
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 (3) 非行の状況 
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【 刑法犯尐年の罪種別割合の推移 】 

 

資料：警察庁「尐年非行情勢」 

 
※ 刑法犯尐年とは，刑法犯の罪を犯した者で，犯行時

及び処理時の年齢がともに14歳以上20歳未満の者。 
※ グラフのうち、殺人・強盗・強姦等とは凶悪犯を、

暴行・傷害等とは粗暴犯を、詐取・横領等とは知能犯

を、強制わいせつ等とは風俗犯を、それぞれ指す。 
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(4) 若年無業者（ニート）の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

平成 

17年 

平成 

18年 

平成 

19年 

平成 

20年 

平成 

21年 

平成 

22年 

平成 

23年 

平成 

24年 

平成 

25年 

平成 

26年 

平成 

27年 

（万人） 

0 

0.5 

1 

1.5 

2 

2.5 

3 

平成 

17年 

平成 

18年 

平成 

19年 

平成 

20年 

平成 

21年 

平成 

22年 

平成 

23年 

平成 

24年 

平成 

25年 

平成 

26年 

平成 

27年 

【 若年無業者数の推移 】 

【 15～34 歳人口に占める若年無業者の割合 】 

資料：総務省「労働力調査」 

※若年無業者（ニート）：15～34 歳の非労働力人口のうち家事も通学もしていない者 
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 (5) ひきこもりの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ひきこもり群の定義と推計数 】 

ひきこもり群 
有効回答数に 

占める割合 
全国推計数 

狭義のひきこ

もり (a)  

普段は家にいるが，近所のコンビニなどには出

かける 
0.40％ 15.3万人 

計 

23.6 

万人 自室から出るが，家からは出ない 0.09％ 3.5 万人 

自室からほとんど出ない 0.12％ 4.7 万人 

準ひきこもり 

(b)  

ふだんは家にいるが，自分の趣味に関する用事

の時だけ外出する 
1.19％ 46.0 万人 

広義のひきこもり(a)+(b)  1.80％ 69.6 万人 

 

【 ひきこもりになったきっかけ（全国） 】 
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大学になじめなかった 

受験に失敗した（高校・大学） 

妊娠した 

その他 

無回答 3.4 
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20.3 

11.9 

資料： 内閣府 平成 22 年「若者の意識に関する調査（ひきこもりに関する実態調査）」 

資料： 内閣府 平成 22 年「若者の意識に関する調査（ひきこもりに関する実態調査）」 
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 (6) 子どもの貧困の状況 
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【 子どもの相対的貧困率 】 【 子どもがいる現役世帯の相対的貧困率 】 

資料： 厚生労働省「国民生活基礎調査」 

 
※ 子どもの貧困率とは、子ども（17 歳以下）全体に占める、その子が属している世

帯の等価可処分所得が貧困線に満たない子どもの割合といいます。 

※ 子どもがいる現役世帯の貧困率とは、現役世帯（世帯主が 18 歳以上 65 歳未満の

世帯）に属する世帯員全体に占める、等価可処分所得が貧困線に満たない世帯の世

帯員の割合をいいます。 

※ 貧困線とは、等価可処分所得（世帯の可処分所得（収入から税金・社会保険料等

を除いたいわゆる手取り収入）を世帯人員の平方根で割って調整した所得）の中央

値の半分の額をいいます。 

16.3 54.6 

15.1 

12.4 

（％） （％） 

15.7 

50.8 

14.6 

12.7 


